
町議会

　東庄県民の森と八丁堰（夏目の堰）で、
ハクチョウ、カモ、ツグミの仲間をはじ
めとした冬鳥の観察会が開催されまし
た。参加者は、カメラや双眼鏡を手に
野鳥の姿を追いかけ、身近な自然の中
でバードウォッチングを楽しみました。
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第 195 号 令和７年第３回臨時会

　
令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
は
、
12
月

１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
の
申

し
合
わ
せ
事
項
に
よ
る
正
副
議
長
の
辞

任
に
伴
い
、
議
長
選
挙
に
あ
た
り
３
名

（
佐
久
間
義
房
議
員
、
大
網
正
敏
議
員
、

栁
堀
忠
議
員
）
が
所
信
表
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
議
長
選
挙
を
行
い
、
栁
堀
忠
氏
が
議

長
に
当
選
し
ま
し
た
。
続
い
て
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
越
川
良
男
氏
が
副
議

長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
委
員
や
一

部
事
務
組
合
議
員
な
ど
、
新
た
な
議
会

構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
臨
時
会
で
は
、
議
案
２
件

が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
・

可
決
し
ま
し
た
。【

議
決
結
果
３
ペ
ー
ジ
】

令
和
７
年

令
和
７
年

　
第
３
回
臨
時
会

　
第
３
回
臨
時
会

経
過
概
要

経
過
概
要

▲後列

▲前列

議会運営委員長
大網　正敏

副議長
越川　良男

議　長
栁堀　忠

予算決算常任委員長
桜井　荘一

文教福祉常任委員長
前田　君江

総務産業常任委員長
岩井　弘晃

新体制の議会スタート新体制の議会スタート
令和７年第３回臨時会　議会の常任委員など　役職を改選令和７年第３回臨時会　議会の常任委員など　役職を改選
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第 195 号議員役職を改選

総務産業　委員７人
委 員 長　　岩井　弘晃
副委員長　　大網　正敏
委　　員　　山崎ひろみ
　　　　　　高木　武男
　　　　　　桜井　荘一
　　　　　　越川　良男
　　　　　　海宝　和宏

総務課、まちづくり課、町民
課（税担当係）、農業委員会、
選挙管理委員会に関する事項
を審査します。

議会運営委員会　委員６人

委 員 長　　大網　正敏
副委員長　　宮澤　　健
委　　員　　桜井　荘一
　　　　　　越川　良男
　　　　　　岩井　弘晃
　　　　　　前田　君江
議会を円滑に運営するため、定例
会の日程や本会議の進行手順、議
会に関するルールなどについて話
し合います。

香取広域市町村圏事務組合議会議員　３人　
栁堀　忠　　渡邊　幸江　　海宝　和宏

東総広域水道企業団議会議員　２人
栁堀　忠　　岩井　弘晃

千葉県後期高齢者医療広域連合議会議員　１人
越川　良男

文教福祉　委員７人
委 員 長　　前田　君江
副委員長　　宮澤　　健
委　　員　　鈴木　正昭
　　　　　　佐久間義房
　　　　　　板寺　正範
　　　　　　栁堀　　忠
　　　　　　渡邊　幸江

健康福祉課、町民課（町民係、
国保年金係、生活環境係）、
教育委員会、東庄病院に関す
る事項を審査します。

予算決算　委員13人
委 員 長　　桜井　荘一
副委員長　　山崎ひろみ
委　　員　　議長を除く議員

一般会計、特別会計及び事業
会計の予算、決算等の財務に
関する事項を審査します。

常任委員会常任委員会

　東庄町議会の各常任委員の任期は２年です。　東庄町議会の各常任委員の任期は２年です。

令和７年第 3 回臨時会上程議案等議決結果

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

海 

宝 

和 

宏

渡 

邊 

幸 

江

前 

田 

君 

江

岩 

井 

弘 

晃

越 

川 

良 

男

桜 

井 

荘 

一

宮 

澤  　
健

大 

網 

正 

敏

板 

寺 

正 

範

佐
久
間
義
房

高 

木 

武 

男

鈴 

木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁 

堀 　

 

忠

承　認
第４号

専決処分の承認（財産の無償貸付）…JR 東日本から
無償譲渡を受けた笹川駅舎の一部について、無償占
用等を許諾し、無償貸付を行うことの専決処分につ
いて、議会の承認を求めるもの。

承　認 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案
第46号

東庄町議会議員及び東庄町長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例の一部改正…公職選挙法
施行令の一部の改正に伴い、所要の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

賛成＝○　反対＝×　議長＝− 
（議長は、採決に加わりません）
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第 195 号 12月定例会・委員会報告

一般会計補正予算一般会計補正予算
笹川駅舎の利活用笹川駅舎の利活用
　ワークショップの意見踏まえ 増額補正　ワークショップの意見踏まえ 増額補正

東庄中体育館屋根東庄中体育館屋根
　耐震診断と補強設計の委託費を計上　耐震診断と補強設計の委託費を計上

保育士配置基準の引上げの早期完全実施と保育士配置基準の引上げの早期完全実施と
さらなる改善を求める陳情さらなる改善を求める陳情

12 月
定例会

 

初
日
の
16
日
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
一
般
質
問
８
ペ
ー
ジ
】

 

そ
の
後
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

８
件
、
協
議
１
件
、
町
道
路
線
の
認
定
及

び
変
更
各
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
延
会
し
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
５
ペ
ー
ジ
】

　
２
日
目
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
等

の
補
正
予
算
６
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
続
い

て
陳
情
１
件
が
上
程
さ
れ
、
委
員
会
に

付
託
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
陳
情
に
つ
い
て
は
、
17

日
の
本
会
議
後
に
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
委
員
会
報
告
４
ペ
ー
ジ
】

　
最
終
日
の
19
日
に
は
、
文
教
福
祉
常

任
委
員
長
か
ら
付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審

査
結
果
１
件
の
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見　
保
育
士
に
な
る
人
が
減
っ
て
い

る
中
で
、
処
遇
改
善
を
す
る
こ
と
が

保
育
士
の
な
り
手
を
増
や
す
こ
と
と

な
り
、
そ
れ
に
よ
り
保
育
士
の
負
担

が
減
る
の
で
、
配
置
基
準
を
改
善
す

る
こ
と
が
処
遇
改
善
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
陳
情
に
賛
成
す
る
。

意
見　
国
は
、
人
材
確
保
に
困
難
を
抱

え
る
保
育
の
現
場
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
、
当
分
の
間
は
、
従
前
の
基

準
に
よ
り
運
営
す
る
こ
と
も
妨
げ
な

い
と
す
る
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
。

施
設
に
お
い
て
基
準
以
上
の
条
件
で

の
保
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
保
育

士
配
置
基
準
の
引
上
げ
の
早
期
完
全

実
施
と
さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
こ

の
陳
情
に
賛
成
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
、
陳
情

第
１
号　
「
保
育
士
配
置
基
準
の
引
上

げ
の
早
期
完
全
実
施
と
さ
ら
な
る
改
善

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て
、
12
月
17
日
の
委
員
会
で

採
決
し
た
結
果
、
賛
成
全
員
に
よ
り
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
経
過
概
要

定
例
会
の
経
過
概
要

委員会報告

文教福祉常任委員会で
陳情を慎重審議

「子ども誰でも通園制度」「子ども誰でも通園制度」
関連条例制定関連条例制定
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第 195 号12月定例会

12 月定例会上程議案等議決結果
議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

海 

宝 

和 

宏

渡 

邊 

幸 

江

前 

田 

君 

江

岩 

井 

弘 

晃

越 

川 

良 

男

桜 

井 

荘 

一

宮 

澤　

  

健

大 

網 

正 

敏

板 

寺 
正 
範

佐
久
間
義
房

高 
木 
武 

男

鈴 
木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁
堀      

忠

議　案
第47号

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定…地方自治法の
一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を
行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第48号

一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正…
国・県に準じた給与改定を行うため、関係条例を
改正するもので、一般職員の給料表及び期末・勤
勉手当の改定が主なもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第49号

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関す
る条例の一部改正…国・県に準じた給与改定を行
うため、関係条例を改正するもので、常勤の特別
職の期末手当の改定が主なもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第50号

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部改正…国・県に準じた給与改定を行うた
め、関係条例を改正するもので、一般職員と同様
に給料表及び期末・勤勉手当の改定が主なもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第51号

東庄町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定…子ども・子育て支援
法等の一部を改正する法律により創設された子ど
も誰でも通園制度に関連する乳幼児等通園支援事
業の設備及び運営に関する基準を定めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第52号

東庄町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の制定…子ども・子育て支援法等
の一部を改正する法律により創設された子ども誰
でも通園制度に関連する特定乳幼児等通園支援事
業の運営に関する基準を定めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第53号

東庄町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例等の一部改正…児童福祉法の一
部を改正する法律の施行により、所要の改正を行
うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第54号

東庄町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例及び東庄町放
課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正…児童福祉法の一部を
改正する法律の施行により、所要の改正を行うも
の。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第55号

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少、千葉県市町村総合事務組合の共同
処理する事務の一部廃止及び千葉県市町村総合事
務組合規約の変更等に関する協議…地方自治法の
規定により議会の議決を求めるもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

賛成＝○　反対＝×　議長＝−
 （議長は、採決に加わりません）
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第 195 号 12月定例会

12 月定例会上程議案等議決結果
議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

海 

宝 

和 

宏

渡 

邊 

幸 

江

前 

田 

君 

江

岩 

井 

弘 

晃

越 

川 

良 

男

桜 

井 

荘 

一

宮 

澤  　
健

大 

網 

正 

敏

板 

寺 
正 
範

佐
久
間
義
房

高 
木 
武 

男

鈴 
木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁 

堀 　

 

忠

議　案
第56号

町道路線の認定…道路改良事業により整備した２
路線を町道として新規に認定するもの。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第57号

町道路線の変更…北ルートの道路工事に伴い、町
道４路線の認定内容の変更。 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案
第58号

一般会計補正予算（第４号）…一般職、特別職、
会計年度任用職員の給与改定などにより、人件費
全般について増額補正するなど合計 2,120 万 1
千円を追加し、補正後の予算総額を 70億 3,250
万 4千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議　案
第59号

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）…給与
改定に伴う人件費等の増額並びに基金積立金の約
定利率の改定に伴う積立金額の増額を盛り込むも
ので 171 万 1 千円を増額し、補正後の予算総額
を 16億 3,197 万 2千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議　案
第60号

訪問看護ステーション特別会計補正予算（第２号）
…職員の給与改定に伴う人件費の増額補正をする
もので 34万 7千円を増額し、補正後の予算総額
を 3,989 万 6千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議　案
第61号

介護保険特別会計補正予算（第２号）…介護予防・
生活支援サービス事業費と人件費等の増額補正を
するもので 556 万 5 千円を増額し、補正後の予
算総額を 16 億 1,004 万 9 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議　案
第62号

東庄町水道事業会計補正予算（第３号）…収益的
支出では職員の給与改定に伴う人件費の増額補正
をするもので、89 万 9 千円を増額し、補正後の
予算総額を 4 億 3,696 万円とするもの。資本的
支出では、機械及び装置費に 771 万 6 千円を増
額し、補正後の予算総額を 2 億 1,797 万 1 千円
とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議　案
第63号

東庄町国民健康保険東庄病院事業会計補正予算
（第２号）…事業費用の薬品費を減額、人件費、
修繕費を増額、企業債に 2,500 万円を追加。オー
シャンプラザ屋上パネル改修工事に伴い、限度額
を3,291万円とする債務負担行為を追加するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

陳　情
第１号

保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらな
る改善を求める意見書提出を求める陳情…すべて
の施設において基準以上の条件での保育を実現す
るために、１歳児の加算要件をなくした上で法令
改定により基準を引上げること、３歳児、４・５
歳児は経過措置を撤廃すること、保育士等職員の
負担を軽減し、すべての年齢で基準をさらに改善
することを要望するもの。

採　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

意見
書案

第３号

保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらな
る改善を求める意見書…すべての施設において基
準以上の条件での保育を実現するため、早期に基
準を改善することを要望するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

賛成＝○　反対＝×　議長＝−
 （議長は、採決に加わりません）
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第 195 号令和８年第１回臨時会

子育て応援手当子育て応援手当　　
0歳～高校生１人あたり0歳～高校生１人あたり２万円２万円にに
町独自で１万円上乗せ町独自で１万円上乗せ

水道料金の減免を延長水道料金の減免を延長

町内取扱店で利用可能な町内取扱店で利用可能な
クーポン町民１人あたり１万円クーポン町民１人あたり１万円

　
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
22

日
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
費
と
、

国
か
ら
の
物
価
高
対
応
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
と
水

道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
に
係
る
議
案

２
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」

と
し
て
は
、
０
歳
～
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
一
人
あ
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る

も
の
で
、
そ
こ
に
町
独
自
の
子
育
て
支

援
と
し
て
１
万
円
を
上
乗
せ
支
給
し
ま

す
。
１
，
３
５
６
人
分
の
支
給
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
「
物
価
高
騰
対
応
事
業
費
」
と
し
て

は
、
町
内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
１
万
円
分
を
、
令
和
８
年
２

月
１
日
現
在
、
住
民
登
録
の
あ
る
方
に

支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
８
月
分
ま
で
の
減
免
延
長
を
検

討
し
て
お
り
、
今
回
の
臨
時
会
で
は
、

令
和
８
年
３
月
分
ま
で
の
減
免
が
補
正

予
算
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
７
ペ
ー
ジ
】

臨
時
会
の
経
過
概
要

臨
時
会
の
経
過
概
要

令和８年第１回臨時会上程議案等議決結果

議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

海 

宝 

和 

宏

渡 

邊 

幸 

江

前 

田 

君 

江

岩 

井 

弘 

晃

越 

川 

良 

男

桜 

井 

荘 

一

宮 

澤  　
健

大 

網 

正 

敏

板 

寺 

正 

範

佐
久
間
義
房

高 

木 

武 

男

鈴 

木 

正 

昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁 

堀 　

 

忠

議　案
第１号

令和７年度一般会計補正予算（第５号）…衆議院議
員総選挙に伴う事業費及び物価高騰対策の増額補正。
町独自の支援として町民へクーポン券の支給や子育
て世帯応援給付金などを実施するもので、合計２億
1,499 万 9 千円を追加し、補正後の予算総額を 72 億
4,750 万 3 千円とするもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案
第２号

令和７年度東庄町水道事業会計補正予算（第４号）
…物価高騰に直面する生活者や事業者への支援とし
て、現在実施している水道使用料金の基本料金の減
免期間を令和８年３月まで延長するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

賛成＝○　反対＝×　議長＝− 
（議長は、採決に加わりません）

補正予算に係る質疑補正予算に係る質疑

Q　国からの交付金に加えて町のQ　国からの交付金に加えて町の
一般財源の持ち出しがあるが、一一般財源の持ち出しがあるが、一
般財源を使用する要件があったの般財源を使用する要件があったの
か。か。
→交付金に一般財源使用の規定は→交付金に一般財源使用の規定は
なく、１人あたり１万円とする対応なく、１人あたり１万円とする対応
として不足する分を町の財源からとして不足する分を町の財源から
支出しています。支出しています。

Q　クーポンをプレミアム商品券Q　クーポンをプレミアム商品券
にしなかったのはなぜか。にしなかったのはなぜか。
→購入の必要があるプレミアム商→購入の必要があるプレミアム商
品券よりも、現在の物価高対策と品券よりも、現在の物価高対策と
して、購入しなくても使えるクーポして、購入しなくても使えるクーポ
ン券を選定し、町から町民全員にン券を選定し、町から町民全員に
送ることとしました。送ることとしました。

令和８年
第１回臨時会

物価高対策補正予算
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第 195 号 一般質問（町の考えを問う）

▪太陽光パネル
▪地域活性化と集落支援
▪「道の駅」設置について

耕作放棄地と後継者不足

大
規
模
農
業
に
不
向
き
な
中
山
間

地
の
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
で
は
、
各
地
域
に

お
い
て
将
来
の
農
地
利
用
の
在
り
方
を
地

域
ご
と
に
検
討
し
て
い
く
協
議
の
場
と
し

て
継
続
的
に
座
談
会
を
開
催
し
、
担
い
手

確
保
に
向
け
た
話
し
合
い
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
農
業
者
の
皆

様
と
共
に
話
し
合
い
に
よ
り
、
町
の
目
指

す
方
向
性
を
定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
戦
略
に
つ

い
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
力
が
必

要
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
農
業
分
野
で
も

応
募
者
は
あ
り
ま
し
た
が
、
要
件
等
が
合

わ
ず
、
委
嘱
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
庄
町
の
農
業
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
方

が
現
れ
、
お
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
売
戦

略
の
立
案
に
も
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
り
が
た
く
、
来
年
度
も
募
集
し
た
い
考

え
で
す
。

町
内
で
耕
作
放
棄
地
を
中
心
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
見
ら
れ
る

が
、
25
年
か
ら
30
年
で
廃
棄
が
見
込
ま
れ

る
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
民
課
長　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
処
分
に
つ

い
て
、
国
は
将
来
の
大
量
廃
棄
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
環
境
省
と
経
済
産
業
省
が

連
携
し
て
検
討
会
を
設
置
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
義
務
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
町
と
し
て
は
、
国
の
法
整
備
の
動
向
を

注
視
し
、
町
民
や
事
業
者
に
対
す
る
情
報

提
供
と
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
考
え

で
す
。令

和
５
年
３
月
議
会
で
集
落
振
興

支
援
や
集
落
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

総
務
課
長　
各
区
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
度
に
は
、
各
区
の
所
有
す

る
防
犯
灯
数
に
応
じ
て
電
気
料
を
補
助
す

る
防
犯
灯
電
気
料
金
支
援
金
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
各
区
の
電
気
料
金

の
削
減
を
図
る
た
め
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
対
し
て
補
助
額
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
各
区
に
対
す
る
区
運
営
交

付
金
及
び
防
犯
灯
維
持
管
理
助
成
金
に
つ

い
て
内
容
の
見
直
し
を
実
施
し
、
新
た
に

ご
み
集
積
場
管
理
助
成
金
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
全
て
の
区
に
お
い
て
助
成
金
が
大

幅
に
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
た か ぎ

木  武
た け お

男 議員
←録画中継はこちらから

　
ま
た
、
年
３
回
開
催
し
て
い
る
行
政
協

力
員
ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、
各
区
長
の

皆
様
か
ら
様
々
な
要
望
、
ご
意
見
を
頂
戴

し
、
各
区
の
活
性
化
実
現
に
向
け
て
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
を
立
ち
上
げ
る
熱
意
、
熱

量
は
あ
る
の
か
、
町
の
考
え
を
伺

う
。

総
務
課
長　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
議
員
の
皆
様
か
ら
ご
質
問
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
旧
橘
小
学
校
と
利
根
川
河

口
堰
周
辺
が
道
の
駅
の
候
補
地
と
し
て
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
橘
小

学
校
に
つ
い
て
は
、
町
の
防
災
施
設
と
郷

土
資
料
整
理
室
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
町
が
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
利
根
川

河
口
堰
周
辺
に
つ
い
て
は
、
新
宿
地
先
の

町
有
地
が
国
土
交
通
省
の
定
め
る
面
積
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
道
の
駅
で

は
な
く
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
道
の
駅
の
要
件
を
満

た
す
町
有
地
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
、

道
の
駅
を
整
備
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
条
件
が
整
い
ま
し
た
ら
、
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
で
は
あ
り
ま
す

の
で
、
整
備
の
検
討
を
し
た
い
と
は
考
え

て
お
り
ま
す
。
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第 195 号

▪気象変動対策としての
　食品ロス削減
▪終身サポート体制

食
品
ロ
ス
削
減
に
対
し
て
の
啓
発
活

動
及
び
小
中
学
校
に
お
け
る
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

町
民
課
長　
町
広
報
紙
や
町
公
式
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
に

よ
り
情
報
発
信
や
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
課
長　
小
中
学
校
に
お
け
る
食
品
ロ

ス
削
減
の
取
組
と
し
て
は
、
栄
養
教
諭
が

配
膳
状
況
や
喫
食
状
況
を
確
認
し
て
献
立

や
調
理
方
法
に
反
映
さ
せ
た
り
、
学
校
で

は
道
徳
や
家
庭
科
、
社
会
科
の
授
業
な
ど

を
活
用
し
児
童
生
徒
の
意
識
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
焼
却
処
理
は
、
多
額
の

費
用
が
か
か
り
非
効
率
で
あ
る
。

堆
肥
化
に
取
り
組
む
自
治
体
が
あ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

町
民
課
長　
本
町
で
は
、
生
ご
み
処
理
機

及
び
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
購
入
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
町
内
の
全
世
帯
約
５
，
３

０
０
世
帯
の
う
ち
、
累
計
で
延
べ
５
０
９

世
帯
が
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取

組
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
広
報
紙
や
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
啓

発
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

食
品
廃
棄
を
減
ら
す
取
組
の
１
つ
で

あ
る
「
30
・
10
運
動
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
成
田
市
で
施
行
さ
れ
た
が
、

わ
が
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
民
課
長　
成
田
市
の
条
例
は
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
促
す

模
範
的
な
取
組
で
あ
り
、
市
民
の
意
識
向

上
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
条
例

化
を
直
ち
に
進
め
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
東
庄
町
の
地
域
特
性
に
応
じ
た
食
品

ロ
ス
削
減
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
独

り
暮
ら
し
の
方
か
ら
の
相
談
が
時
折
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、
親
族
の
方
が
ど

山
や ま ざ き

崎  ひろみ 議員

こ
か
に
い
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
支
援
に
入
る
こ
と
で
対
応
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
他
、
判
断
能
力
が
低
下
し

て
き
て
い
る
方
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

今
後
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

身
寄
り
の
な
い
方
も
増
え
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
身
元
保
証
人
を
依
頼
で

き
る
民
間
業
者
も
増
え
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
契
約
料
金
が
高
額
で
利
用
で
き
な
い

方
も
い
ま
す
。
町
と
し
て
対
応
の
仕
組
み

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
、
終
活
に
関
す
る
悩
み

や
準
備
を
相
談
で
き
る
窓
口
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長　
終
活
に
関
す
る
専
用
相

談
窓
口
は
、
現
在
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

て
い
る
総
合
相
談
の
中
で
対
応
し
て
い
る

状
況
で
す
。　自分自身に何かあったときに備

えて、家族が様々な判断や手続き
を進める際に必要な情報や、家族
に伝えたい意志や希望などを自由
な形式で書き留めるノートのこと。
法的拘束力はありませんが、終活
の第一歩として考えられています。
　人生を振り返ったり、思い出を
確認するきっかけにもなります。

　多人数の会食等におい
て、開始後30分と終了前
10分間は自席で料理を味
わう時間を設け、提供さ
れた食事を無理のない範
囲で美味しく食べきるこ
とを目的とした食品ロス
の削減を図る運動のこと。

終活のススメ
エンディングノート

さんまる・いちまる

 ３０・１０ 運動

各自の行動が未来のまちづくり

↑録画中継はこちらから

一般質問（町の考えを問う）



東庄町議会だより10

第 195 号 一般質問（町の考えを問う）

▪逆に増えている
　火力発電所

脱炭素化のための
　　再生可能エネルギー

世
界
の
脱
炭
素
化
の
考
え
方
の
変

化
に
伴
う
、
現
在
の
世
界
的
な
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
の
情
報
加
味
に
つ
い
て
。

町
民
課
長　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
製
造
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
量
や
国
際
的
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
強
制
労
働
疑
義
な
ど
に
つ

い
て
は
、
国
の
関
係
省
庁
が
発
信
す
る
通

知
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
、
最
新
の

動
向
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

東
庄
町
の
住
宅
用
設
備
等
設
置
補

助
金
事
業
の
目
的
と
要
件
。

町
民
課
長　
本
町
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の

た
め
の
住
宅
用
設
備
等
設
置
補
助
金
は
、

家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

や
電
力
の
強
靭
化
を
図
る
た
め
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

住
宅
用
設
備
を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
の
適

用
要
件
は
、
未
使
用
の
新
規
設
備
で
あ
る

こ
と
、
設
置
費
を
負
担
し
て
設
備
を
所
有

す
る
こ
と
、
電
気
事
業
者
と
の
特
定
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
、
設
置
住
宅
の
所
有
者

等
の
同
意
が
あ
る
こ
と
、
世
帯
全
員
が
町

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、
過
去
に
同

種
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の

共
通
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

町
内
の
住
宅
用
設
備
等
設
置
補
助

金
事
業
の
普
及
状
況
は
。

町
民
課
長　
住
宅
用
設
備
等
設
置
補
助
事

業
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
度
ま
で
の
14
年
間
で
延
べ

３
５
２
世
帯
の
交
付
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
火
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
。

総
務
課
長　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、

通
電
状
況
の
把
握
が
難
し
い
の
で
、
常
備

消
防
が
活
動
危
険
の
情
報
を
共
有
し
、
消

防
団
へ
周
知
し
て
事
故
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
立
入
禁
止
区
域
を

設
定
し
、
二
次
災
害
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
廃
棄
処
分
へ
の
助
成

の
考
え
は
あ
る
か
。

町
民
課
長　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄

が
２
０
３
０
年
代
前
半
か
ら
本
格
化
す
る

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
国
で
も
対
応
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
住
宅
用

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄
費
用
に
関
す
る
補

助
制
度
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
国
・

県
の
制
度
創
設
の
動
き
や
町
内
の
排
出
量

の
見
通
し
を
踏
ま
え
、
将
来
的
な
支
援
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

宮
み や ざ わ

澤   健
たけし

 議員
←録画中継はこちらから

３月定例会は
３月３日㈫から
開会予定です。

議会は傍聴できます

一般質問ページの
ＱＲコードは各議員の質問部分

を見ることができます

インターネットで議会の
録画中継を行っています
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第 195 号

▪保育料の無償化
▪笹川駅舎改修
▪生成ＡＩ

変化の早い時代
　　　　町の対策は

一般質問（町の考えを問う）

岩
い わ い

井  弘
ひ ろ あ き

晃 議員

保
育
所
の
園
児
減
少
に
対
し
て
、現

状
認
識
と
解
決
へ
の
方
策
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は
保
育
の
充
実

の
た
め
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
料
や

副
食
費
の
免
除
・
軽
減
、
保
育
士
処
遇

改
善
事
業
補
助
金
な
ど
、
保
育
園
の
運

営
の
た
め
の
補
助
を
行
い
保
育
園
と
連

携
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
対
策
を
総
合
的
に
検

討
す
る
た
め
、
少
子
化
対
策
庁
内
検
討

会
を
発
足
し
、
少
子
化
に
対
す
る
現
状

や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
を
共
有
し
、

町
と
し
て
一
貫
し
た
取
組
方
針
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育

料
無
償
化
に
つ
い
て
、
実
現
の
可

能
性
は
。

健
康
福
祉
課
長　
３
歳
児
未
満
の
児
童

の
保
育
料
に
は
、
町
単
独
の
助
成
制
度

と
し
て
、
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
料

制
度
を
は
じ
め
と
し
た
軽
減
制
度
が
複

数
あ
り
ま
す
。
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
無
償
化
は
、
財
源
確
保
の
面
か
ら

も
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

笹
川
駅
に
関
し
て
、
駅
と
し
て
最

低
限
望
ま
れ
る
機
能
を
備
え
つ
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
駅
に
付
随
す
る
機
能
へ
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
笹
川
駅
の
利
活
用

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
て
お
り
、
必
要

な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
チ
ャ
ー
ジ
機
能
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
の
管
理
事
項
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ

に
チ
ャ
ー
ジ
機
能
の
設
置
に
つ
い
て
要
望

を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　
自
動
販
売
機
に
つ
い
て
は
、
採
算
が
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
Ｊ
Ｒ
か
ら
駅
舎
の

譲
渡
を
受
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
撤
去
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
設
置
業
者
を

募
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
内
で
の
Ａ
Ｉ
の
活
用
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

総
務
課
長　
庁
内
の
通
常
業
務
に
お
い
て

は
、
現
時
点
で
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と

す
る
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
職
員
が
直
接
利
用
す

る
運
用
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
国
や
他
自
治
体
の
動
向
、
技
術
の
成
熟

度
、
庁
内
業
務
へ
の
適
合
性
を
注
視
し
つ

つ
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
継
続
的

的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
の
た
め
に
関
連
す
る
予
算

を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
方
向
性
は
い
か
に
。

総
務
課
長　
来
年
度
以
降
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

庁
内
で
導
入
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
職
員
の
作
業
負
担
軽
減

や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
導
入
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て

も
、
費
用
と
効
果
を
比
較
し
た
上
で
、
適

切
に
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

↑録画中継はこちらから

　データ分析や分類、推論など主に「既
存のデータから答えを見つける」役割
が中心でした。

　「0から1を生み出す」クリエイティブ
な作業を自動化し、問題解決やアイデ
ア創出を支援します。

　文章、画像、音声、動画などの多様なコンテンツを新た
に作り出すことができるＡＩ（人口知能）で、大量のデー
タを学習し、指示に基づき、まるで人間が創作したかのよ
うに新しい情報を生成する点が特徴。ChatＧＰＴ（チャッ
トジーピーティー）や画像生成ＡＩが代表例。

従来のＡ
エーアイ

Ｉ

生
せいせい

成Ａ
エーアイ

Ｉ



集
編

記
後

香取広域市町村圏事務組合議会定期
監査・例月出納検査
千葉県町村議会議長会正副議長研修会・
交流会
議会運営委員会

議会全員協議会
令和７年第３回臨時会
議会全員協議会
住民福祉大会
議会運営委員会
行政協力員慰労会
議会運営委員会
議会12月定例会本会議
議会12月定例会本会議
文教福祉常任委員会
議会12月定例会本会議
議会全員協議会
正副議長近隣市町村挨拶回り

仕事始めの儀
香取郡市町名刺交換会
香取郡市町議会議長会定例会
二十歳の門出

18日

21日

26日

１日
　〃
　〃

５日
９日
12日
16日

　〃
17日

　〃
19日

　〃
23日

５日
９日

　〃
11日

12日
19日
21日
22日

　〃

　〃

26日
27日
29日

２日
３日
６日

　〃
９日

　〃
　〃

10日
　〃

13日
15日

【議長・議員が出席した主な行事】

１月

２月

議
会
広
報
編
集
委
員

11月

12月

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委　
　
員

委　
　
員

委　
　
員

岩　
井　
弘　
晃

前　
田　
君　
江

山　
崎　
ひ
ろ
み

板　
寺　
正　
範

渡　
邊　
幸　
江

海　
宝　
和　
宏

　

広
報
編
集
委
員
の
委
員
長
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
任
を
全
う
す
べ
く
、
今
ま
で
以
上

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次
号
で
早
速
、
何

か
し
ら
の
変
化
を
つ
け
た
い
と
画
策
し
て
い

ま
す
…
（
笑
）。
よ
り
良
い
内
容
に
す
る
た

め
に
、
時
に
話
題
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を

使
っ
て
み
よ
う
か
と
も
。
そ
し
て
も
う
一
つ

の
Ａ
Ｉ
、
東
庄
町
へ
の
Ａ
Ｉ
（
愛
）
を
ふ
ん

だ
ん
に
込
め
て
、
編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
い

き
ま
す
。
…
ど
う
も
先
輩
議
員
の
ダ
ジ
ャ
レ

癖
が
う
つ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
ま
あ
、
冗

談
が
半
分
と
し
て
も
、
町
へ
の
愛
着
な
し
に

良
い
仕
事
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
は

真
面
目
な
話
で
あ
り
ま
す
。
私
も
議
員
と
し

て
、
し
っ
か
り
仕
事
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
気
を
引
き
締
め
直
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
計
画
は
達
成
さ
れ
る
の
か
…
み
な
さ

ん
こ
れ
か
ら
要
注
目
で
す
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井　
弘
晃

東庄町消防団消防出初式
議会運営委員会
東庄小「篠笛コンサート」
令和８年第１回臨時会
小見川交通安全協会東庄支部新春交通安全祈
願祭及び新年会
香取地区社会教育連絡協議会第３回社会教育
研究会
千葉県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会
東庄町学校給食調理業務委託業者選定委員会
議会広報編集委員会

東総広域水道企業団議会定例会
東大社節分祭
東庄町学校運営協議会
香取郡市町議会議長会議長・副議長・局長会議
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
東庄町介護保険運営協議会
議会運営委員会
東庄町水道運営審議会
総務産業・文教福祉常任委員会合同勉強会
議会広報編集委員会
区長会総会

議 会 活 動 日 誌

新たな委員で議会だよりを編集します
　役職改選により、議会広報編集委員が変わりまし
た。1月29日に開催された委員会では、令和7年12
月に導入された議会タブレットでペーパーレスシス
テムを活用しながら、議会だよりの内容について協
議しました。


